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　防水継手の施行手順と、施工例図（ＰＤＦとＣＡＤデータ）をＤＣ２４にアップロードしましたので報告します。

●防水継手　（ＶＲＫ－Ｃ，ＶＲＫ－２Ｃ，ＶＲＫ－２ＣＬ）　施工手順例

防水層（アスファルト－ルーフィング等）をスラブ上から連続して
本体外周部に巻上げ、本体上部の位置で銅線等で固定して下
さい。この際、上部末端部にはコーキングスペースを残し、その
部分にシーリング材によってコーキングして下さい。

コンクリートスラブに予め設けられた孔から通気管を立ち上げま
す。立ち上げる寸法は管の伸縮を考慮に入れて、本体の通気
管挿入口の３mm～５mm位短くすることが理想的です。また、本
体の垂直度並びに固定を容易にするため、本体鍔部の外径より
やや大きめにモルタルで均して下さい。そして、本体とスラブを
締結する皿ビス孔に合わせてアンカー（カールプラグ3/8インチ）
を３ｹ所打ち込んでください。また､穴のピッチについては､仕様
図寸法表をご覧ください｡

本体を通気管に挿入しながらコンクリートスラブに設置します。こ
の際、本体内部のパッキン（Ｏ－リング）があるため挿入しづらい
場合がありますので、管端のバリを削除する事はもちろんのこと、
管外周に石鹸水等を塗布することにより容易に挿入する事がで
きます。そして①のアンカーに合わせて皿ビスで固定します。
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●関連リンク
2002. 4.30号 掃兼ベントキャップ ＫＶＣは、こちら
2000. 6.30号 ベントキャップの通気抵抗は、こちら
2008. 4.15号 施工例図集その５　スロップシンクにＫＳＴ－Ｋ！は、こちら
2008. 2.15号 施工例図集その４　

脚部継手の納まり図最下階排水横枝管を上層階排水と同一系統 の排水立て管に接続して合流させる場合は、こちら
2008. 1.31号 KSTと排水器具との接続納まり図 ＰＤＦ・ＣＡＤデータは、こちら
2007.12.28号施工例図集その２　最上階通気オフセット用通気継手 ＮＨＱ　納まり図 ＰＤＦ・ＣＡＤデータは、こちら
2007.12.15号施工例図集その１　継手支持方法　納まり図 ＰＤＦ・ＣＡＤデータは、こちら

●施工例図

カバーを本体上面円周上にあるスタッドボルト（３ｹ所）に合わせ
てセットし、ナットによって固定します。さらにベントキャップＫＶＣ
（ＫＶＲ）を適切な長さの鋼管を介在させて、カバー上面に挿入し
ボルトによって固定して下さい。


